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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 177,977 △5.4 10,982 △30.2 13,830 △23.0 8,405 △28.4

2025年３月期第１四半期 188,115 0.6 15,729 153.3 17,954 155.6 11,733 △40.9

（注）包括利益 2026年３月期第１四半期 6,802百万円（△75.1％） 2025年３月期第１四半期 27,319百万円（△14.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 43.17 －

2025年３月期第１四半期 58.60 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 1,114,084 693,444 59.5

2025年３月期 1,119,688 697,375 59.7

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 663,196百万円 2025年３月期 668,222百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 45.00 － 50.00 95.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 50.00 － 50.00 100.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 360,000 △7.2 24,000 △28.9 27,000 △27.9 20,000 △19.1 102.71

通期 750,000 △3.0 46,000 △9.5 50,000 △17.1 36,000 △21.0 184.87

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 211,686,599株 2025年３月期 211,686,599株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 16,977,839株 2025年３月期 16,977,506株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 194,708,928株 2025年３月期１Ｑ 200,229,259株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(業績予想に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。

(決算補足説明資料の入手方法）

決算説明資料は、TDnetで同日開示しています。また、2025年８月７日(木）に証券アナリスト・機関投資家向けの決

算説明会を開催する予定です。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況 ……………………………………………………………………… 2

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況 ……………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 6

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 8

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 8

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 8

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ……………………………………………………… 8

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 9

［独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書］………………………………………………… 11

○添付資料の目次

- 1 -

三菱瓦斯化学（株）（4182）2026年３月期第１四半期決算短信



当四半期累計期間 前四半期累計期間 差異 増減率

売 上 高 1,779 1,881 △101 △5.4％

営 業 利 益 109 157 △47 △30.2％

持 分 法 損 益 23 12 ＋11 ＋91.0％

経 常 利 益 138 179 △41 △23.0％

親会社株主に帰属する四半期純利益 84 117 △33 △28.4％

当四半期累計期間 前四半期累計期間 差異 増減率

グリーン・エネルギー＆ケミカル 682 783 △101 △12.9％

機 能 化 学 品 1,089 1,092 △3 △0.3％

そ の 他 36 39 △2 △7.3％

調 整 額 △28 △35 ＋6 －

計 1,779 1,881 △101 △5.4％

当四半期累計期間 前四半期累計期間 差異 増減率

グリーン・エネルギー＆ケミカル 19 41 △21 △51.9％

機 能 化 学 品 96 126 △29 △23.2％

そ の 他 3 3 △0 △9.1％

調 整 額 △9 △13 ＋3 －

計 109 157 △47 △30.2％

１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間（2025年４月１日～2025年６月30日）における世界経済は、インフレの状況は鈍化傾

向にある一方、米国による追加関税政策が、各国経済および需要動向に多大な影響を与えるとともに、サプライチ

ェーンの見直しや分断が進み、景気の先行きが見通しにくい状況が継続しました。加えて、主要国における金融政

策や混迷を増す中東情勢等により、為替を含め金融・資本市場はボラティリティの高い状況が継続しました。

このような状況下、当社グループは2024年度よりスタートした中期経営計画「Grow UP 2026」のもと、「事業ポー

トフォリオの強靭化」を目標として掲げ、資本コストや株価を意識した経営の実現に向け、「Uniqueness & 

Presence事業へのフォーカス」「イノベーションによる新しい価値の創造」「重点管理事業の再構築」等の施策を推

進しております。

当社グループの売上高は、円高に加え、メタノール市況の下落、オルソキシレンチェーンからの事業撤退等によ

り減収となりました。

営業利益は、ポリカーボネートの販売価格下落、無機化学品での固定費の増加、メタキシレンジアミンの需要低

迷に加え、円高等の影響により減益となりました。

経常利益は、メタノール事業に係る持分法損益が、為替差益等により増加したものの、営業利益が減少したこと

により減益となりました。

以上の結果、当社グループの連結業績は、次のとおりとなりました。

単位：億円

セグメント別の業績は次のとおりであります。

＜売上高＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位：億円

＜営業利益＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位：億円
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当四半期累計期間 前四半期累計期間 差異 増減率

グリーン・エネルギー＆ケミカル 39 45 △6 △13.3％

機 能 化 学 品 99 139 △40 △28.7％

そ の 他 △2 3 △5 －

調 整 額 2 △8 ＋10 －

計 138 179 △41 △23.0％

＜経常利益＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位：億円

〔グリーン・エネルギー＆ケミカル〕

メタノールは、市況が前年同期に比べ下落したことなどから減収減益となりました。

メタノール・アンモニア系化学品は、販売数量は増加したものの、アンモニア及びMMAの市況下落等により売上

高、営業利益ともほぼ前期並みとなりました。

エネルギー資源・環境事業は、発電用LNGの販売数量減少により減収となったものの、ヨウ素の販売数量増加等に

より増益となりました。

メタキシレンジアミンとその誘導品は、欧米および中国向けの需要低迷と、固定費の増加等により減収減益とな

りました。

キシレン分離/誘導品は、オルソキシレンチェーンからの事業撤退により減収となったものの、事業撤退に伴う固

定費減少等により増益となりました。

〔機能化学品〕

無機化学品は、半導体向け薬液において、先端半導体向けのハイブリッドケミカルが堅調に推移しましたが、顧

客毎の需要動向には濃淡があるほか、生産能力増強に伴う減価償却費の増加と円高影響等により減収減益となりま

した。

エンジニアリングプラスチックスは、ポリカーボネートの販売価格下落と為替影響に加え、海外拠点での低価法

評価損益の影響等により減収減益となりました。

光学材料は、光学樹脂ポリマーの主用途であるスマートフォンの需要が堅調に推移し、前年同期並みの損益とな

りました。

電子材料は、半導体パッケージ用BT材料において、需要の回復に加え、一部原材料のタイト化や米国関税影響か

ら顧客側で在庫確保を進める動きが顕著となったほか、AIサーバー向け基板材料OPE®において販売数量が増加した

ことなどから増収となりました。一方、BT材料における品質対応強化に伴うコスト増加等により小幅な増益に留ま

りました。

生活衛生ソリューションズは、脱酸素剤において輸出数量が減少したものの、今期から無機化学品より環境衛生

薬品を移管した影響等により前年同期並みの損益となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて56億円減少の11,140億円となりまし

た。

流動資産は、100億円減少の4,502億円となりました。減少の要因は、受取手形、売掛金及び契約資産の減少など

であります。

固定資産は、44億円増加の6,638億円となりました。増加の要因は、建物及び構築物の増加などであります。

負債は、16億円減少の4,206億円となりました。流動負債は、支払手形及び買掛金の減少などにより77億円減少し

ました。固定負債は、長期借入金の増加などにより60億円増加しました。

純資産は、39億円減少の6,934億円となりました。減少の要因は、為替換算調整勘定の減少などであります。

この結果、自己資本比率は59.5％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社は、2025年５月12日に公表しました2026年３月期の連結業績予想を修正しておりますので、本日公表の「業

績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 68,246 76,940

受取手形、売掛金及び契約資産 157,853 147,774

商品及び製品 119,814 114,498

仕掛品 20,291 18,791

原材料及び貯蔵品 67,421 65,954

その他 27,399 26,996

貸倒引当金 △757 △706

流動資産合計 460,268 450,250

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 94,996 102,034

機械装置及び運搬具（純額） 118,969 115,944

その他（純額） 152,595 154,225

有形固定資産合計 366,560 372,204

無形固定資産

のれん 15,310 14,920

その他 9,685 9,812

無形固定資産合計 24,995 24,733

投資その他の資産

投資有価証券 233,519 233,398

その他 36,101 35,303

貸倒引当金 △1,758 △1,805

投資その他の資産合計 267,863 266,895

固定資産合計 659,419 663,833

資産合計 1,119,688 1,114,084

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 103,087 79,093

短期借入金 75,617 76,310

１年内償還予定の社債 10,000 10,000

未払法人税等 9,092 4,262

引当金 8,493 6,469

その他 68,639 91,064

流動負債合計 274,929 267,199

固定負債

社債 35,000 35,000

長期借入金 79,441 82,888

引当金 926 835

退職給付に係る負債 4,015 4,104

資産除去債務 7,022 7,036

その他 20,977 23,575

固定負債合計 147,382 153,440

負債合計 422,312 420,639

純資産の部

株主資本

資本金 41,970 41,970

資本剰余金 35,554 35,554

利益剰余金 554,224 552,894

自己株式 △30,956 △30,956

株主資本合計 600,792 599,462

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,472 15,486

繰延ヘッジ損益 232 188

為替換算調整勘定 44,892 39,709

退職給付に係る調整累計額 8,831 8,349

その他の包括利益累計額合計 67,429 63,733

非支配株主持分 29,153 30,248

純資産合計 697,375 693,444

負債純資産合計 1,119,688 1,114,084
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

売上高 188,115 177,977

売上原価 144,866 138,714

売上総利益 43,249 39,263

販売費及び一般管理費 27,520 28,280

営業利益 15,729 10,982

営業外収益

受取利息 296 332

受取配当金 969 1,537

為替差益 1,284 －

持分法による投資利益 1,212 2,315

その他 561 847

営業外収益合計 4,323 5,033

営業外費用

支払利息 886 657

出向者労務費差額負担 398 424

為替差損 － 446

その他 812 657

営業外費用合計 2,098 2,185

経常利益 17,954 13,830

特別利益

事業構造改善引当金戻入額 － 108

特別利益合計 － 108

特別損失

損害補償損失 － 234

特別損失合計 － 234

税金等調整前四半期純利益 17,954 13,704

法人税等 4,427 3,648

四半期純利益 13,526 10,056

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,793 1,650

親会社株主に帰属する四半期純利益 11,733 8,405

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

四半期純利益 13,526 10,056

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 626 2,036

繰延ヘッジ損益 △199 7

為替換算調整勘定 8,112 △1,000

退職給付に係る調整額 △698 △556

持分法適用会社に対する持分相当額 5,951 △3,741

その他の包括利益合計 13,792 △3,254

四半期包括利益 27,319 6,802

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 24,567 4,709

非支配株主に係る四半期包括利益 2,752 2,092

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年６月30日）

減価償却費 8,205百万円 9,209百万円

のれんの償却額 462 387

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（単位：百万円）

グリーン・エネ
ルギー＆ケミカ

ル事業部門

機能化学品
事業部門

その他の事業
（注)1

調整額
（注)2

四半期連結損益
計算書計上額

（注)3

売上高

(1）外部顧客への売上高 75,649 109,163 3,301 0 188,115

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
2,749 115 654 △3,520 －

計 78,398 109,279 3,956 △3,519 188,115

セグメント利益又は損失

（△）

（経常利益又は経常損失

（△））

4,502 13,954 345 △847 17,954

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1.「その他の事業」には、報告セグメントに属していない仕入販売等を含んでおります。

2.調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益又は損失の調整額△847百万円は、セグメント間取引消去84百万円及び各報告セグメントに

配分していない全社損益等△931百万円であります。

全社損益等は、報告セグメントに配分していない一般管理費、金融収支、雑損益等であります。

3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

グリーン・エネ
ルギー＆ケミカ

ル事業部門

機能化学品
事業部門

その他の事業
（注)1

調整額
（注)2

四半期連結損益
計算書計上額

（注)3

売上高

(1）外部顧客への売上高 66,130 108,810 3,036 － 177,977

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
2,130 93 631 △2,855 －

計 68,261 108,903 3,668 △2,855 177,977

セグメント利益又は損失

（△）

（経常利益又は経常損失

（△））

3,901 9,950 △250 228 13,830

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1.「その他の事業」には、報告セグメントに属していない仕入販売等を含んでおります。

2.調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益又は損失の調整額228百万円は、セグメント間取引消去43百万円及び各報告セグメントに配

分していない全社損益等185百万円であります。

全社損益等は、報告セグメントに配分していない一般管理費、金融収支、雑損益等であります。

3.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年８月７日

三菱瓦斯化学株式会社

取締役会　御中

東　陽　監　査　法　人

東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 榎倉　昭夫

指定社員
業務執行社員

公認会計士 大山　昌一

指定社員
業務執行社員

公認会計士 曽田　竜司

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている三菱瓦斯化学株式会社の2025年４月１日から2026年３

月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四半期連結累

計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

　　　２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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